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　政府税制調査会（首相の諮問機関、石弘光会長）は11月25日、2005年度税制「改正」に関する答申をまとめ、首相に提出しました。答申は、所得課税の定率減税を「06年度までに廃止すべきだ」と明記。消費税率引き上げも「必要」とするなど、増税路線を明確に打ち出しました。


定率減税廃止の影響は世帯構成や年収によりちがいますが、専業主婦の妻と子どもの3人で暮らす年収300万円のサラリーマンの場合、年間約1万4千円の増税で、配偶者特別控除の廃止による増税を合わせると、約5万9千円になります。


　日本共産党の佐々木憲昭衆議院議員は10月からの臨時国会で、小泉内閣の大増税政策ときびしく渡りあってきました。
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【所得課税の定率減税】


　所得税と個人住民税の税額の一定割合を差し引く減税。所得税額は、個人の所得から、各種控除を差し引き、税率をかけて算出された税額から、定率減税として２０％（最大２５万円）を引いた額です。


住民税額も、算出された税額から、１５％（最大４万円）を引いた額です。


両方とも定率減税による減税額に上限があるために、廃止で増税になる度合いは高額所得者ほど小さくなります。











【小千谷税務署】


納税者に送った「記帳指導のお知らせ」という文書に、消費税の新規事業者だという「プライバシー」が記載され、契約関係のない税理士を「担当税理士」として勝手に記帳指導者に決めていた。


【藤沢税務署】


所得三百万円前後の白色申告者に「新規課税見込み者」として文書を送り、「提出しないと税額控除が適用できなくなる」と収支内訳書を強要。





　定率減税は一九九九年に「経済回復のため」として、法人税率引き下げ、所得税の最高税率引き下げなどとともに実施されました。


11月9日の財務金融委員会で佐々木議員は、「その後、大企業の利益が大幅に増える一方、家計収入は大幅に減っているのに、サラリーマン層に打撃となる定率減税の縮小・廃止だけを計画し、法人税率について検討すらしないのは、やり方が逆ではないか」と追及しました。


　また佐々木議員は続く11月16日の財務金融委員会で、日銀の9月の調査によると、「一年前と比べて支出を減らしている」人が42・３　　


％にたいし、「支出を増やした」人はわずか6％であることをとりあげました。「小泉内閣のもとで国民の税・社会保障負担は、昨年度と今年度ですでに７兆円であり、それに


定率減税の縮小・廃止をあわせれば10兆円以上にもなり、ＧＤＰの半分以上を占める消費にとって大きなマイナスだと追及しました。


さらに消費税増税が加われば、経済全体を陥没させることにもなり、谷垣財務大臣も、「景気動向にじゅうぶん注意をして、議論を進めていかなければならない」と答弁せざるをえませんでした。








　消費税の免税点が年間売り上げ三千万円から一千万円に下げられたことにともない、税務署の「徴税強化作戦」がはげしくなっています。


佐々木憲昭議員が10月26日の委員会で、新潟県小千谷税務署が業者の了解もえず、指名した税理士の指導を受けるよう一方的に文書で通知した問題を追及しました。


それについて国税庁の村上次長は「不適切な事例だった」と認め謝罪しましたが、「他にはないか」という質問には「ない」と答えていました。


そこで佐々木議員が、川崎西税務署による同様の事件や、神奈川県の藤沢税務署が法的根拠もない「制裁」をにおわせて書類の提出を求めていた事件をあげて、つぎつぎに追及しました。


村上次長はそのたびに、「知らなかった」とか「それも間違いだ」と弁明する始末。「何もまともな調査をやっていないではないか。各税務署に指示を出すべきだ」と佐々木議員にきびしく迫られ、「指示の徹底をはかりたい」と答えました。
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